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C. クラスノヤノレスク経済地区：：一一一クラスノヤノレスク地方， トビンスク （トゥ
ーパ〕自治共和国。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































として狩り出され，あるものは中国領へ逃亡し， 実に 3人に 1人が死亡もしくは逃亡




今日に致るも回復していないといわれる《注：参考資料 SirOlaf Caroe著， TheTurks 



































































































































































V アムール OBKOMの第 4恒］総会がブラゴヴェシチェンスケ市で聞かれた。キ丞
会は党中央委2月総会の決議に関連してアムーム州党組織の任務を検討した。総会

































































































































































































































































































































滞在期間中に AnivskoyeVymorye 海岸や Tunaycha湖畔にあるハンターや釣天狗
達の家を訪れる事もできょう。

































































































































































































































































































































































































































































1965年度 17 "0362グ 5000 " 
。社会，文化関係予算
1964年度 11億0227万ループ、ル
1965年度 11グ 8992グ グ
月









ツエリヌイ地方 1 962,801,000 
西カザフスタン緋方 I 101,191,000 
南カザフスタン地方 I 125,632,000 
アノレマ・アタ工業州 i 12,152,000 
アノレマ・アタ農業州 ！ 民 462,000
東カザフスタン工業州 I 30,452,000 
東カザフスタン農業州 : 27,357,000 
カラガンダ工業州 I 75,414,ooo 
カラガンダ農業什1 i 27,775,000 
セミパラチンスクリ＋I I 仏 736,000
アルマ・アタ市 I 54,495,ooo 
合 計 I 1，肌帆000
0地方（Kray）ソヴィエト経済開発の為の予算。
1964年度 13億8239万0000ルーブル

















































































1.r i 1965年の1964年 1965年｜
T 1963年対比
物 l 1,s10 I I， 刷 1 3;2倍増
菜！ 110 I 190 i 4o. 7%増
子 i 19 I - 6.6倍
誰 I 100 i 111 29 %増
ク！ 135 i 155 21 %増
: - : - 1 2.1倍













自動車運送量 (1964～65年度） 20. 7%増


























歳 入 3,915,959,000 歳 入
歳 出 3,910,783,000 歳









歳出 37 "9315グ 1000 グ


























8 )J 2:1 工I 0 ・ワオノレコフ論文

















































































































































































































































































席していた。 (7. 3. Trukmenskaya Iskura) 
Vウズベク最高会議，地方ソヴィエトの強化を力説一一ウズベク共和国最高会議
は労働者代表からなる地方ソヴィエトの大衆組織活動の推進について声明を発表し






























































(7. 5. Pravda) 




































に数百トンのガソリンとディーゼノレ油が出荷された。 (7. 7. Pravda) 














































































































































2.最高会議幹部会令の確認。 (7. 14. Pravda) 
vフ首相，最高会議で演説 ーフルシチョフ首相はソ連邦最高会議の席上で長時
間の演説を行なったがその要胃は























地区の今年の収穫予想、は良好であるJ。 (7. 15. Pravda) 


















I I 労 働 者 I コノレホーズ農氏
I :Y} I 60才以上 I 65才以上
年金受給年令 i一一一 i一一一一一 一一一－ ; 
｜ 女 I 55才以上 I 60才以上
最低年金月額　30ルーブル　12ルーブル
｜｜約60%








はソ連全労働者の 4分の 1, 1800万人以上に達する。これで従来，とかく不親切で
非能率と悪評されていた商店，レストラン，ホテノレ等のサービスもある程度改善さ










































































































v樺太の屑鉄一一4,5, 6月の 3ヵ月間にサハリン・コムソモノレの青年達は 6600
トンのスクラップを収集して船に積込んだ。
V樺太の木材運搬力強化一一7月中に多数の機械がサハリン州へ引渡される。 18



















































































鉱物肥料 11,686 （単位1000トン） 24%増
自動車タイヤ 12,000 ( " 1000個） 9%11 
鉄 量失 J0.6 （グ 1007；トン〕 6%グ
3同 41.9 ( " 100 I 6%11 
鉄 銀； 71.2 （グ 100 グ 6% I 
干［ ifl 109.0 （グ 100 " 9%11 
石 炭 27:3.0 ( 1100 " 4%11 
蒸気機関車 768台 IO%か
電気機関車 331台 tワ》%，／
自 動 市ー 302,000台 3%グ
トラクター 157 ,oot, 1%減
キ氏 1.5 （市位100万トン〕 6%増
セメ ン 31.J I 3%グ
皮 革化 2:37 ( " 100万足） 3%グ
時 14.4 ( 11007Sfi同） 8%11 
フ ジ オ 2,400 ( " 1000台） 10%グ
ア レ ビ 1,389 (J詳位1000台） 19%グ
冷 蔵 庫 533 （グ I 20%グ
洗 j翠 機 1,355 （グ I 27%グ
オートパイ類 339 ( 1 I 6%η 
肉 1.4 （グ 100万トン〉 18%減




























鉱物肥料撒布機 11,()()() I 
除草剤アンモニア撒布機 6,000グ
トラクタ－1)/il品としての
刈 取 機 57 ,00() I 
万 能積込機 29,000グ






鉄道運輸ー・・・・896 ・H ・H ・－……・・……・…… 5%増（TYi年同期比）
一般河川運輸…… 42.8・…・…...・ H ・H ・H ・－…・・ 9%増（ グ 〉
一般自動車運輸…...17.4・….....・ H ・－－….......・ H ・・11%" ( グ 〕
油送管運輸…..51 ……－……・・…・・…・20%グ（ グ 〕
O貨物輸送量（Jji.{¥7:10万トン）・…・・…一・・……・15%増（前年同期比）
鉄道運輸ー 1109 …・・…・・…・－…ー……・ 6%増（ グ ） 
一般河川運輸…ー926…－…………………… 4%か（ グ ） 
一般自動車運輸・…・・996 …・・・・……・………・… 8%増（ グ 〉









































































．農業への投資－…....・ H ・....・ H ・....・ H ・19%"
しかし一連の建設請負業務には甚だしい立おくれが見られると述べている。例え
ば，
・カザフ共和国建設省管下....・ H ・－… H ・H ・－… H ・H ・.・ H ・－－目標の88%
．アルメニヤ共和国建設省管下….....・ H ・－… H ・H ・.・ H ・－…目標の84%
．中央アジア経済地区建設国家生産委員会管下....・ H ・－…90%








O小，中，高の普通教育又は職業教育をうけている者...・ H ・.・ H ・－…5200万人















































































2. ユージノ・サハリンスク～ハパロフスク間， AN-10型毎日 4回就航。



































































た所によると， ソ連のカメラ生産は年間150万台（スチーノレ， 8ミリ合計〉で， ス．
チーノレカメラ12機種， 8ミリ・カメラ 8機種となっているとの事である。
支払い方法はドノレによる信用状ベースとし，契約調印時に20%，プラント据付け
































































の各地区へ分けられる。 (Magadanskaya Pravda) 
7月 31日
〔連邦〕




































現在第 2, :1, 4 )I闘の建設が進行している。今年の第4四半期にはラテクス，ゴム





















































































の増収が見込まれている由。 (8. 2. Pravda) 
〔中央アジア〕
Vキルギスの Uch・Ku『・gan水力発電所の基礎工事終了一一キノレギズ共和国のNarin
















































































































































































































































































ジヤヌイスノミイ…...・ H ・・・28,000 庁
モスコアスキー............zs,ooo fl 






































































































た。 V• トラベズニコフ（V. Trapeznikov）はアカデミー会員であり工学者である。

































































(Rashidov）はフノレシチョフ首相の激励文を読みあげた。 (8. 21. Izvestija) 
8月 21日














































































































































































(8. 30.モスクワAFP, 8. 31.朝日〉
Vパプロダール火力発電所第 1期建設完了一一パブログーノレの第 1火力発電所の













































































































































































































































































































































































ベロヤノレスク No. 1 (10万KW)
ノヴォボロネジ No. 1 (21万KW)
シベリア発電所 (60万KW)
の3ヵ所合計91万KWであるが，日下建設中のものは
ベロヤノレスク No. 2 (20万KW)
ノヴォボロネジ No. 2 (36万SOOOKW)
である。




























































































































































































































党，政府の首脳の盛大な歓迎を受けた。 (9.12 Pravda) 
Vソ連，再び国連軍費用分担を拒否一一ソ連政府はウ・タント国連事務総長に対
し，中東およびコンゴ派遣の国連軍費用の分担を拒否する旨の党書を再び手交し






































































































































































































1. 日照りのため昨年の小麦生産はガタ落ちとなった。 62年にソ連は 300万k



















































































































































































た。 日下， ロシヤ共和国の真ん中にある Novovoronezhskaya発電所が建設中であ
る。 また Ulyanovsk発電所もポノレガに建設中で、ある。その他小容量の原子炉も建
設中である。























































































































































































































































クターノレ当り 14～15tの収穫をあげた。 M ・ノレイソフ（M.Luisov）の作業班では30
tに達したところもある。現地の製糖工場はすでに40tのビートを入荷した。
(10. 3. Pravda) 
(10. 3. Seliskaja Dzizny) 
〔東シベリア〕














































































































1 6 % 
1 6 % 
1 6 % 
1 8 % 
1 7 % 




















































このほどソ連から 500トン油圧ジャッキ 3組， 30トンシップジャッキ50台の引合を







(10. 6. AFP) 




























































































































































































































































表の前ぶれとして受けとられている。 （モスクワ， 10.15. UPI) 
V米当局，驚きの色一一ワシントンの米政府当局者は15日，モスクワで異変が生
じつつあるという知らせに驚きの色をみせている。しかし，この報道にはこれを裏

































































































































































































フ党第 1書記の姿は見えなかった。 (10. 17. UPI) 
V西独紙，フ前首相の軟禁説を報ず 西独の大衆紙ピノレト・ツァイツングはモ
スクワの信頼できる筋の言明として，フノレシチョフ氏が自宅で軟禁され，厳重な監


















































































































































フルシチョフ路線を継承すべきである」と主張している。 (10. 17. UPI)また，
ロンゴ・イタリア共産党書記長は18日の地方演説で「われわれはソ連政府のフルシ
チョフ解任の方法について心配しており，これに対して批判的である」とのべた。
(10. 18. AP) 
vソ連新政権，キューパと共同声明 訪ソ中のドノレチコス・キューパ大統領と
ソ連新首脳陣ブレジネフ党第 1書記，コスイギン首相との聞に共同コミュニケが18




















































万kwに達した。 (10. 19. Pravda) 
10月 19日
〔連邦〕














































































































































































び非鉄金属＝ 8%，電力＝12%，燃料＝ 7%，機械製作＝10%，建設資材＝ 9%,
林業，製紙，木材加工＝ 7%，軽工業，食品工業＝ 3%とそれぞれの伸びを示し
た 。 （10.21. Pravda) 

















(10. 21. A P，共同〉
（注） この話には公式の確認は得られていない。ソ運の権威筋は，この話を怒気
を含んで「まったくパカ気ている。論評の必要をみとめぬ」と否定したといわ





























という説が流れている。 (10. 22. ロイター）
（注） モスクワの信頼筋はコズロフ氏失脚説を否定してコズロフ書記は依然その
地位にあると述べた。 (10. 23. AFP) 
Vイタリア共産党，代表団訪ソを決定一一イタリア共産党指導部は22日，ローマ
で会議を聞き，ブノレシチョフ同志解任の完全な説明を求めるためにソ連へ代表団を





関心を持っている。云々。」 (10. 22. AFP) 



















































員辞任の後，顔ぶれに変化のない事が明らかにされた。 CR P) 
Vスースロフ訪中説一一一ローマのイル・メッサジェロ紙は23日，スースロフ・ソ
連共産党中央委書記が近く中ソ論争の停止を求めるため北京を訪問すると報道し
た。ニュース・ソースはルーマニア筋であるという (10. 23. UPI) 
（注〉 北京筋はスースロフの訪中をあり得ぬこととして否定した。
(10. 24. AFP) 
（出〉 スースロフは肺結殺の為，モスクワ郊外で静養中とも伝えられる。





力することを米大使巳保証した」と語った。 (10. 23. UPI) 
Vキューパも説明を求める一一ーキューパ政府の高官は23日，非公式に「ソ連新政
府はフノレシチョフ退陣についての誤った印象を取除くため，詳しい説明を公表すべ












































憾であると見解を発表した。 (10. 24. UPI) 
V ノルウェー共産党も説明要求一一ノノレワェー共産党の機関紙「フリヘテン」の
ラノレセン主筆は24日夜「ノノレクェー共産党はフノレシチョフ退陣の徹底的な説明を要















































































スタナイ市の地方新聞に勤めるという。 (10. 27. AFP) 
（注〉 アジュベイ氏はカザフ・プラウダの副編集長に任命されたともいわれる。




































る 。（10.28. UPI) 
Vゴムjし力書記，納得一一ゴムルカ・ポーランド統一労働党第 1書記は，フノレシ



























の金 lgの生産コストは58年度に比べて 8.5%下り，錫 1kgは40%，タングステン
鉱は52%下った。今後は労働組織の改善と基本作業の強大な機械化が課題である。





























































(10. 29. AFP) 
v英商相，コスイギン首相と会談一一北京の英国見本市に出席の途次，モスクワ
に立寄った英商相ジェイ氏は， 29日，コスイギン首相と会談したが，コスイギン首




































































































号が太平洋海域で操業している。 (10. 31. Vodnyy Tsansport) 
一（ 184）一 一306ー































































































































































































































































































〔ア〉トノレキスタンには， カザフラ ウズベグ， キノレギスラ トノレクメンなどの卜JI,.コ系
住民が2000万近くも住んでおり， しかも，その人口が砂漠を避けて，オアシス地帯や
河の流域に集中しており， 例えば，フェノレガーナ盆地における人口密度はドンパス附


























1964年 1 月 1日
シベリア開発日誌
(1964年1月）



































ことを示すものとして注目される。 (11. l. Pravda) 
vソ連首脳部，中国首脳へ返電一一 1日付新華社電によるとラ ソ連のプレジネフ





























































































































けがソ連の招待を受けたからだといわれる。 (11. 5. AP) 
V アルジエリア訪問中の陳毅副首相，中ソ関係改善の可能性を語る。



























































































































働者党第 1書記ら東欧共産党指導者は 8日あるいは 9日に会談し，中国が強く反対
していた準備会議の延期問題について協議する。中国政府は，準備会議および世界
共庄党会議は，フルシチョフ前首相が中国を共産諸国から“破門”するために考え


















































V ソ連，ベネノレックス三国と貿易協定交渉開始。 (11. 9.ロイター）
v英首相，ワシeントンでソ連外相と会談一一一英米首脳会談のため訪米中のウィル
ソン英首相は，グロムイコ・ソ連外相の要望により， 9日朝ワシントンのソ連大使












































(11. 10. AP) 
vソ連，国連軍分担金の支払い拒否ご







る 。（11.11. Pravda) 
Vハン力、リ一首相，コスイギン首相と会談一一11日のモスクワ放送によると，訪
ソ中のカダル・ハンガリ一社会主義労働者党第 1書記兼首相は同日コスイギン・ソ























































































るっ (11. 13. AP) 
曹ブラウダ紙「平和共存」の原則を再び発言一一13日付プラウダ紙は「人民の利
益への不動の忠誠」と題する社説をかかげ，ソ連外交の基本路線は平和共存と全面
















































































1. ブルシチョ 7前政権下ではラ リーベルマン方式は限られた範囲で試験的に
とりあげられたのみで、あったが，新政権はソ連の消費物資生産企業の約対にリー























































































































1. 党・国家統制委員会議長A ・N ・シェレーピン，国家保安委員会議長B・
E・セミチャストヌイ，ソ連軍政治総本部長A・A・ヱピシェフ上級大将の昇格
は，所謂秘密警察の拍頭を示すものではないか。














































































発展させた」と協定の意義を述べた。 (11. 18. AFP) 


















































































































V タス通信，コンゴへの外国の干渉を非難。 (11. 21.モスクワ放送）
Vチェコ大統領，近く訪ソ。
Vイズベスチャ紙， 「故ケネディ大統領を悼む」。
(11. 21. AFP) 



































い。一一以下略一一 (11. 23. Pravda) 
Vアジュベイ氏， 「今日のソ連邦」の出版部長に就任。 (11. 23. AP) 
1 1月24日
























能性も少ない”と述べた由。 (11. 27. AFP) 
Vイズベスチャ紙アルパニヤ解放を祝う一一27日付ソ連政府機関誌イズベスチ
ャ紙は，アルベニア解放20周年記念日を祝する記事を掲載した3 しかし，この 3年










































































v民兵の日一一ソ連民兵の日（11月 9日）に際し， Uladivostok,Chita, Ela-





Aleksandrousk, Kholmsk, Uεlegorsk, Tymovskoye地区で、犯罪数が激減した。








最近 Chita Irkutsk-Moscow 間に定期便（AN 10）が就抗したc Chita発17.00




ウランウデから Bauntovsky Aym誌の Bagdarinへ Ll-2型機が定期飛行を始





























V農業 OBKOMと工業 OBKOMの合併一一｝チタ農工業 OBKOMは11月27日共同
総会を開き，党中央委11月総会決議達成に関する OBKOM第 1書記 Smirnovの報
告を検討（農工業党・州組織の合併について〉。
同総会は，チタチM党農工業組織合併準備の為の組織事務局を設立した。

















共和国40周年記念式典で演説。 (12. 1. Pravda) 
H〕経済動向日誌







































入公団から捕鯨母船各 1隻の修繕工事を受注した。 2隻は同型船で 1万6974総トン


















































機種はホブ盤H-79, H-102C，ラップ盤4B, 6Bの4種で＼ 来年3月末までに




























































ソ連側からコストウーソフ機械工業大臣， N・スメリコフ通商次官， M ・ネステ
ロフ商業会議所会頭が出席したほか，遠藤東京国際見本市協会専務理事，橋本同事


















































































































ス・パイプライン建設が保進が保進れる。 （ウラノレ〉 (11. 1. Pravda) 
（注） イヴデリはスベルドロフスク北方約400km0 
vモゴーチャ鉄道支局の実績一一チタ州のモゴーチャ鉄道支局は，過去 3ヵ}j間

















障がなかったといわれる。 （連邦） (11. 12.日工〉
, Krasnoyarsk市のトロリーパスは 5年前， 1959年11月6日に開設された。当時
15台しかなかったパスが，現在は71台に増加した。開設当時，鉄道の駅から Prosve-
shcheniya街まで僅か4kmの1コースしかなかったが，現在17km5コースに慌加































































らっている。 （西シベリア） (11. 22. lzvestija〕
vタシケント国営地区火力発電所建設一一一タシケント国営地区火力発電所（GR-




ジアの生産する年間総発電量は，現在の 4倍に当る 400億 KWHに達する予定であ



























は関係者に祝いの挨拶を送った。 （極東〉 (11. 4. Pravda〕
V アムール目1の大豆増産一一一アムール州はソ連最大の大豆生産地である。近年同
地域の大豆生産高は著しく伸び、た。とくにチェスノコフスキー・ソフホーズの国家
に対する大豆売却高は， 1960年一3万0525プード， 61年一17方4664プード， 62年－
22万8876プード， 63年一38方1684プードと急激に増加し，現在ソフホーズ全収入の
70%を占めているつ （極東〉 (11. 5. Seliskaja Dzizny) 
V新造のカニヲ 魚缶詰コムパインは－船 PavelPostyshev号は，初の操業航海に
太平洋域に向い、ァlaclivostokを出帆した。航海は 1年，オホーツク，ベーリング海，
























リアの工業地区に近いだけに一層有望である。 （西シベリア） (11. 3. Pravda) 
vブロコピエフスク炭坑の驚異的出炭量一一ケメロボ州のプロコピヱフスク炭坑
では， 36名からなる作業班が機械設備を利用し， 1つの切羽から 1ヵ月の出炭量6
万0144トンの品績をあげた。平均出炭量8000トンに比べて驚異的な成績である。





鉱は， 10月の計画に従って 9万トンを出炭した。 （東シベリア〉
V ロンドコ石灰石採取場の実績一一アムーノレ州内のユダヤ人自治州にあるロンド

























































クターに使用されるものである。 （西シベリア〉 (11. 1. Seliskaja Dzizny) 
vソ連，中国へタービンを輸出一一ハリコフのキーロフ工場は，このほど中のシ
チウタン水力発電所用のタービン2基を完した。 出力 2万kw。今月中に中国へ発













































（西シベリア） (11. 21. Pravda) 
V ウズベク共和国の建設状況一一ウズベク共和国ではヲこのほどフェルガナ窒素
肥料工場第 1期工事，タシケント，ナヴォインラタヒアタシ各国営地区火力発電所
(GRES）総出力 32万4000kw, 900 kmの高圧送電線および3100kmの阻電線工事の
完成をみた。党と政府は関係者に祝いの挨拶を送った。




ものである。 （ウラノレ） (11. 24. Pravda) 
’ブラック住宅建築工場操業開始一一ブラックの新しし、住宅建築工場が操業をは
じめた。まずウスチ・イリム水力発電所の住宅建設に当るこになっている。 1戸は
2部屋フキッチンフ水道，暖房ヲ電灯付， 2軒長屋でラ トラ、ソク 2台で運び数時間



















画を遂行した。 （東シベリア） (11. 12. Sovietskaja Torgovlja) 
曹力ムチャヮ力の火山活動←ー1950年以来静かだ、ったカムチャッカ半島の活火山
Shiveluchが2時間半に豆り爆発 (13日？）した。漁港Ust-Kamchaskは灰雲に蔽

































































2〕 人絹 1トンを生産するに要する電力消費量は 1万2000～1万4000KWHで熱
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1. わが国の炭田を開発しよう一一過少投資の為建設停滞一 （要点抜粋〉
V • Kshintaris (12. 13. Pravda) 
2. 東シベリアの鉄道建設（要点抜粋〉
Yu・Hrakovskjy(12. 2. Economicheskaja Gazeta) 
3. 現場に 1人，事務所に7人一一クズノミスはなぜ計画課題を完遂しな




















































































































Qキノレギズ グ （ グ 〉
Oタジーク グ （ か 〉

















































かれたが， その席でブレジネフ第 1書記は，北ベトナム， MLF （多角的核戦力〉
の問題等で西側を非難した。 (12. 3.モスクワ放送）



























































(12. 5. UPI) 
(12. 5. AP) 
（注〉 14日付モスクワ放送はマリノフスキーの健在を報じた。
vソ連・ギニア共同コミュニケ発表 (12. 5.モスクワ放送）
















I i竺 竺 即 T 1959 I 脱 l
｜工業，事務労働者 I 17.6% I 45.7% . 68.3% I 73.6% I 




































Vスースロフ氏，心臓手術か。 (12. 6. AFP) 
一（ 252)- 214 
シベリア開発
12月8日











1. 7月 1日に新制度が採用されてから，はじめは利益が 9%から 5%に下っ
た。しかし 1月になって利益は 7%以上にあがった。
1. 労働者の平均賃金は新制度以前は月約86ルーブルであったが，今は約93～
























































































終了した。 (12. 12. 各紙〉
V工場，事務所労働者の最低賃金， 1月 1日から平均40～45ルーブル引上げ。
（最高会議採択） (12. 11. タス〉
V最高会議でフルシチョフを名指しで非難一一ウクライナのコンスタンチン・ベ
リヤク国民経済会議長は11日の最高会議でブノレシチョフ氏を名指しで非難した。
(12. 11. AP) 















Vプラウダ，世界党会議準備会議の 3月 1日招集を発表一一（12.12. Pravda) 
（注〉 中共の賛否は不明。
Vイズベスチャ紙，文芸評論家 A・ボハロフの論文掲載 A ・ボハロフ氏はこ
の論文中で，ソ連の検閲制度を非難し，抽象画を弁護した。そして，西欧文化との



























































































































































































































































































V米国，ソ連の武官 3名に退去を要求。 (12. 14. AP) 
v英国，ソ連海軍武官 1名の退去を要求。
（注〉 これは米英側の報復措置である。
V米・ソ，タラバガニ協定調印。 (12. 14. AP) 
Vブラウダ紙「核戦争回避の為の対米協定」を提唱。 (12. 14. Pravda) 
v西独首相，ソ連首相を招待 エアハノVト西独首相は，スミノレノフ・ゾ連大使
との会見でコスイギン首相をポンに招待したいと述べた。 (12. 14. AFP) 









カイロを訪問する。 (12. 15. RP) 











(12. 16. AFP) 
一（259）一
シベリア開発

















































(12. 20. Pravda) 






















’ソ連首相，ボーデ・フランス大使と会談。 (12. 23. AFP) 
，ェフレモフ氏格下げ一一一フルシチョフ氏の側近であったレオニード・エフレモ
フ党中央委幹部会員候補はスタフロポル地区共産党第1書記に格下された。









ていた。 (12. 24. ロイター）






































































































（極東） (12. 2. Blagoveshchensk) 
（東シベリア） (12. 3. Irkutsk) 
（極東） (12. 3. Magadan) 
vイルクーツクのソ・中友好協会員中国訪問一一イノレクーツク市ソビエトのソ中
友好協会のメン〆パ一 6名は15日，；窒寧省謹陽の労働者達に対する答礼訪問の途につ













（極東） (12. 21. Blagove-Shchensk) 
（束シベリア） (12. 22. Irkutsk) 
〔束シベリア） (12. 22. Yakutsk) 









（中央アジア） (12. 23. Pravda) 
（東シベリア〕 (12. 23. Ulan-ude) 
（東シベリア） (12. 23. Chi ta) 





































































































































より， 見本市の開催時期は新潟市来年4月22日～ 5月 2, 3日ヲ富山市5月 2, 3日





























































る。 （東シベリア〉 (12. 4. Guclok) 
V力ラガンダ＝ツェリノゲラード間鉄道電化完了一一ツェリノグラードからの通
信によるとカザ、フスタンで最初に電化されたカラガンダ＝ツェリノグラード聞の鉄



















（極東） (12. 8 Y uzino-Sakhalinsh) 
vタイシェト＝レナ鉄道電化さらに進む一一一イルクーツクからの通信によるとタ
イシェト＝レナ鉄道のチウナ駅からヴィホレフカまではじめて電化列車が通じた。














（西シベリア） (12. 1. Izvestija) 
vクウルガン線区の輸送計画超過遂行一一南部ウラノレ鉄道のクウノレガン線区の従
業員は期限前の12月10日輸送の年度計画を達成した。年末までには計画を越えて10









｜ ｜うち貨物船 i . i（純売上高〉
l総トン数で｜－主主一号ものしたト子手て｜
極東海運局 1 111 I 山 ｜ 即 I 107 
極東海運局船舶） 110 I 109 I 110 i 106 
サハリン管理部！ 132 I 111 I 109 I 154 
カムチヤツカ管理部（ 98 I 93 I 91 i 





























（極東） (12. 24. Pravda) 
V今年度客船航海シーズン終了一一旅客船アレクサンドノレ・マシヤイスキー号
は， 23日マガダン港に入港した。これで64年の航海シーズンは終了した。この船は




































（西シベリア〉 (12. 6. Pravda) 
Vカラタウの新興都市建設一一南カザフスタンのカラタウは燐の採鉱化学工業都





えつけをする予定である。 （極東） (12. 9. Magadan) 
V中央アジア＝欧露中央部 3000kmの力、スパイプラインーー現在モスクワの最高
会議で中央アジア一一欧露中央部間約3000kmのガスパイプライン工事を1965年から













































よび人造蛋白を作っている。 （極東〉 (12. 1. Pravda) 
VアンガJI.,スクとウラン・ウデの建設一一アンガルスク通信によると，アンガノレ
スクの精油工場建設は順調に進んでおり，ウラン・ウデでは硝子工場が建設されて
















































中に操業にはいるであろう。 （ウラlレ〉 (12. 13. Izvestija) 
Vチェリャピンスク冶金工場の設備拡充一一チェリャピンスク冶金工場ではウラ
ル機械製作工場で、作られた強力な自動分塊圧延機“1300”の試運転が開始された。














































（極東） (12. 10. Vladivostok) 
▼カムチャッカ州の漁獲高――カムチャッカ州の漁夫達は今年の漁期のはじめか















（西シベリア） (12. 13. Seliskaja Dzizny) 
Vチュコト力民族管区の漁獲高一一一チュコトカの Floatinga基地は今期8000トン
以上のにしんを漁獲した。 （極東） (12. 14. Petropavlovsk Kamchatka) 
’樺太の漁獲高一一樺太水産局管下の42隻の漁船は今期9万3300トンの漁獲をあ
げた。（目標は 6万7800トン）そして270万ルーブノレを化学工場建設フォンドに提供




（中央アジア〕 (12. 17. Pravda) 
Vニコラエフスク号の実績一一ー汽船ニコラエフスク号は64年中にカムチャッカ半
島の西海岸で24回の航海を行った。そして 9710トンの貨物と18173人の旅客を運ん

















た （極東〉 (12. 26. Magadan) 
vソ連漁船団，アラス力へ出漁一一12月29日， 漁業トローノレ船 Kerch.Kuban, 
Kamchatskiy Pioner （レーニン名称コロホーズ所属〉はアラスカへ向けてAvachin-
skaja湾を出港した。そこで Okun（すずき類〉にしん，ひらめ漁に従事の予定。
（極東） (12. 29. Petropavlovsk-Kamchatka) 
Oその他
V ゾJI,.ゲ映画，ウラジヴォストークで公開中。
（極東〉 (12. 2. Vladivostok) 
vソ連，原子力利用の淡水化工場建設一一米国のユードノレ内務長官は8日「ソ連
は核エネルギーを使って，塩水を真水に転換，発電する工場の建設をはじめた」と
すも ι ・ 両口つ μ」。 （連邦〉 (12. 10. ロイター〉
vソ連，プラズマ・エンジン噴射に成功一一ソ連はさき頃打上げた火星ロケット
ゾンド 2号で，プラズマ・エンジンの噴射実験に初めて成切したと発表した。
（連邦） (12. 18. AP) 






















































3. 現場に 1人事務所に 7人（要点抜革）
一一クズパスはなぜ計画課題を遂行しいか一一 (12. 13. Izvestija) 
ケメロボ州党委員会工業監督官，採鉱技師 ヴェ・ススリャコフ





1. クズパスは過去10年間に採鉱量を 2倍にふやし， 現在1昼夜の出炭量は30万トン
である。しかし，近年生産が伸び、ないためウラノレとシベリアの冶金工業と火力発電
は困難に直面している。
1. クズパス炭田の幹部達は遺憾ながら，近代燃料の質的要求を考慮せず， いたずら
に古いしきたりで、量産を追っているため，莫大な出費と突貫作業による乱掘を続け
ている。
1. 労働生産性と採算性の向上を阻害している主な原因のひとつは， 管理部の拡張で
ある。例えばアンジュ炭坑の管理部は数えきれないほどの複雑な組織で75の部課を
持っている。他の炭坑の管理部も似たようなものである。管理部の人員増加は毎年
出炭量の増加を上回っている。例えばレーニン炭坑トラストでは 3年閣の出炭増加
5.5%に対し，管理部職員の増加は16%であった。
1. クズパスはなぜ7ヵ年計画課題を遂行できないか。複雑な管理業務を科学的に組
織する努力を欠き，専門家を正しく使用せず，例えば「計算器なぞは採鉱職員に必
要なし」といっている幹部達の古い頭が原因である。
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